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社会福祉法人 小渦会 鳴門シーガル病院
理事長 並木 俊明

紹 介 鳴門シーガル病院の原点、阿波井神社をイラストに

当院は昭和2年（1927年）、精神病の治癒を

願い、阿波井神社に参籠する人々のための療

養施設として始まりました。

阿波井神社には、嵯峨天皇の皇女・結城姫が

この地で静養し、病が癒えたという伝承が残

されています。また、嵯峨天皇と弘法大師・空

海は深い親交を結んだことが知られています。

さらに、阿波井神社には古くから不動信仰が

根付いていたとされ、こうした歴史や伝承を

もとに、空海と結城姫のつながりを想像して

今回のイラストが制作されました。

結城姫の病気平癒の伝承と、病の平癒を

願って参籠する人々が集い、療養施設が設け

られた歴史。約100年前に始まった当院の歩

みは、阿波井の地に伝わる「病の平癒を願う

人々の歴史」とつながっています。

来年、当院は100周年を迎えます。この節目

に阿波井神社と、そこに伝わる歴史や物語を

見つめ直し、受け継いできた思いを次の100

年へつないでいきたいと思います。
阿波井神社を背景に手を取り合う空海と結城姫

イラスト：茨木 保
イラストを手掛けた 茨木 保 先生について

今回のイラストを制作していただいた茨木保先生は、医師であり、漫画家・イラストレーターとして

も活躍されています。奈良県立医科大学を卒業後、産婦人科医として勤務する一方、1989年に漫

画家としてデビュー。医学や医療の歴史を題材とした作品を数多く手掛けています。 また、医療

の専門知識を生かし、『Dr.コトー診療所』をはじめとする医療ドラマの監修・制作協力にも携わっ

ています。

今回は、当院の歴史の原点である阿波井神社と、そこに伝わる結城姫の物語を題材に、空海と結

城姫の姿を描いていただきました。
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地域交流 堂浦婦人会との交流会

地域交流 瀬戸中学校との交流会

6月23日、当院にて堂浦婦人会

の皆さまとの交流会を開催しま

した。これまで交流会を続けて

いましたが、令和元年を最後に、

新型コロナウイルス感染症の流

行により開催を見合わせており、

今年、7年ぶりに再開することが

できました。当日は記念品の贈

呈と理事長の挨拶で始まり、続

いて作業療法士・理学療法士に

よる健康体操を行いました。椅

子に座ったまま上半身を伸ばし

たり、ゴルフボールを使って足

裏を刺激したりと、楽しく身体を

動かしました。

その後、婦人会の皆さまによ
る、チャリティーソング「花は咲
く」に合わせたダンスが披露さ
れました。さらに、婦人会の皆
さまと患者さまが一緒に阿波
踊りを楽しみ、会場は笑顔に包
まれました。交流会の結びには、
患者さまが心を込めて作った
オリジナルのメダルを婦人会
の皆さまへプレゼント。院長の
挨拶をもって、7年ぶりの交流
会は終了しました。久しぶりの
交流を通して、地域の皆さまと
のつながりの大切さを改めて
感じる一日となりました。

7月1日、当院にて瀬戸中学校1年生22名と患

者さまとの交流会を開催しました。今回の交流

会では、職員が手作りした道具を使った「協力

キャッチゲーム」を行いました。患者さまと生徒

の皆さんがペアになり、ボールを投げる側と

キャッチする側に分かれて、キャッチできた

ボールの数を競います。ペア同士でお互いに呼

んでほしい名前で呼び合い、声を掛け合いなが

ら協力してゲームを楽しみました

ゲームの後には抽選会も行い、生徒の皆さんへ

景品をプレゼントしました。景品は、事前に理事

長らが行った出前授業の際に生徒の皆さんか

ら希望を聞き、その要望をもとに選んだもので

す。中でも、お菓子を希望する生徒が多かった

ようです。患者さまと生徒の皆さんが一緒に

ゲームや抽選会を楽しみ、笑顔あふれる交流の

時間となりました。
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イベント ブルーインパルスがやってきました

7月19日、徳島の空をブルーインパルスが飛

行しました。この日、鳴門シーガル病院の上空も

飛行ルートとなり、職員が病院の屋上からその

様子を撮影しました。実際に飛行を見た職員か

らは、「思っていたよりも近くを飛んでいて、よく

見ることができた」との声も聞かれました。青空

の中を飛ぶブルーインパルスの姿は、普段とは

少し違った病院からの景色となりました。今回は、

病院の屋上から撮影した写真とともに、徳島の

空を駆け抜けたブルーインパルスの様子をご紹

介します。

鳴門シーガル病院では徳島大学医学部の学生を受け入れ、精神科医療の現場を学ぶ実習を行っ

ています。今回は実習を終えた学生さんに実習を通して感じたことや、将来の医師像について聞

きました。

アンケート 医学部実習生に聞きました

※ブルーインパルスとは？

航空自衛隊のアクロバット飛行チーム。正式名称

は「第4航空団飛行群第11飛行隊」で、航空祭や

各種イベントなどで華麗な編隊飛行やアクロ

バット飛行を披露しています。青と白に彩られた

機体と、息の合った飛行が特徴です。

出典：航空自衛隊公式ホームページ

Q

A

医師を目指そうと思ったきっかけは？

人を助ける仕事だと思ったからです。
人の役に立つ仕事がしたいと考えていま
した。世の中の仕事のほとんどは、人を助
けるものですが、医師はその最たるもの
だと思いました。

Q 当院での実習を希望した理由は何ですか？

A 「船で行く」という触れ込みに興味をもちま
した。

Q 精神科医療について、実習前と後で印象
は変わりましたか？

A 「薬物治療」「精神療法」など言葉で片付け
ていた事柄の実際が分かったと思います。
入院は、生活=治療であり、全人的なアプ
ローチが大切であること、そして何より
様々な福祉制度との関係について学ぶこ
とができました。

Q

A

将来、どのような医師になりたいですか？

今回の実習で得た学びを踏まえていえば、
医療と社会のつながりをしっかりと認識し
て、社会、生活の中で患者さんの人生が良
くなるように、様々なアプローチを駆使し
てサポートができる、そんな医師になりた
いです。



鳴門シーガル病院 交 通 案 内【編 集 後 記】

今年の夏は比較的涼しく、
過ごしやすい日が多かった
ように感じます。少しずつ
秋の気配も感じられるよう
になりました。季節の変わ
り目ですので、体調に気を
つけてお過ごしください。

次号(『かもめ便り』第39
号) は、2027年1月に発
行の予定です。

広報委員会
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● ＪＲ鳴門駅から「北泊・堂浦行」徳島バスで堂浦（どうのうら）下車（所要時間２０分）

● 直営渡船利用 （所要時間２分）
◎渡船（無料）運航時間

午前７時３０分から午後５時２０分まで
定時運航（１０分～３０分間隔）しています。

Dr.'s エッセイ 徳島に帰省して
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私は生まれてからずっと徳島育ちだったが、

2010年10月坂出に引っ越し、2022年10月

から倉敷市に住んでいた。そして2025年10

月念願の徳島に帰省した。今回15年振りに住

んで感じたことを書いてみたい。

ます帰省して思ったのは食べ物のおいしさ。

みなさんは普段わかめを食べると思うが、この

何でもない添え物のようなわかめが、びっくり

するほどうまい。アオアオリゾートでわかめの

しゃぶしゃぶが人気になるのがなるほど納得。

刺身のつまのわかめも取り合いになるほど。そ

してちくわ。ちくわってこんなうまかった？と感

激した。今まで食べていたちくわは何だったん

だろう？そしてスダチ。これがないと始まらな

い。漬物も焼き魚も刺身も焼肉も。他にもたく

さんのうまいものがあるが、物価が高いので必

然的に食費が増えた。ちなみに徳島の物価は全

国19位、香川28位、岡山39位（ややずれはあ

るかも）。

次に感じたことは下水が整備されてない

こと。県庁所在地なのに浄化槽？私は沖浜

に住んでいる。昔のイメージで沖浜＝徳島

のイケてる街と思ったから。しかし引っ越し

た当日おうちが臭う。ぜひ一刻も早く下水

整備してほしいものだ。

最後は病院の数。人口に対して病院が多

い。若い頃はあまりお世話にならなかった

が50歳になると再々受診するようになる。

岡山では早々に受診はできない。そもそも

倉敷市の街や岡山市内以外病院が少ない。

どこも予約でいっぱいなのでかなり先にな

るのだ。徳島は病院数が多く非常にありが

たいと思った。

長々と書いたが故郷はいいものだ。余生

は徳島で過ごしたい。（下水、改善してねー）

医師 松下 真美


